
第
三
次
安
倍
内
閣
の
第
三
次
改
造

で
は
、
安
倍
首
相
と
距
離
を
置
い
て
い

た
野
田
聖
子
衆
議
院
議
員
と
河
野
太

郎
衆
議
院
議
員
を
入
閣
さ
せ
、
「
挙

党
一
致
」
の
安
定
し
た
内
閣
に
見
せ
か

け
ま
し
た
。

同
時
に
安
倍
首
相
の
ア
キ
レ
ス
腱
と

も
い
え
る
「
森
友
・
加
計
疑
惑
」
の
隠
ぺ

い
人
事
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
森

友
・
加
計
疑
惑
」
と
大
臣
資
質
を
問
わ

れ
た
４
大
臣
を
、
防
衛
大
臣
に
小
野

寺
五
典
元
防
衛
大
臣
、
法
務
大
臣
に

上
川
陽
子
元
法
務
大
臣
、
文
部
科
学

大
臣
を
林
芳
正
元
農
水
大
臣
に
変
え
、

農
水
大
臣
に
斎
藤
健
農
水
副
大
臣
を

昇
格
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
で
「
森
友
・
加

計
疑
惑
」
の
関
係
大
臣
は
去
り
、
新
た

な
大
臣
経
験
者
や
ベ
テ
ラ
ン
で
、
疑
惑

究
明
の
手
を
逃
れ
る
算
段
で
す
。

さ

ら
に
、
加
計
学
園
の
新
学
部
設
置
は
「総

理
の
ご
意
向
」
と
、
文
科
省
に
伝
え
て

強
い
圧
力
を
か
け
た
萩
生
田
官
房
副

長
官
は
内
閣
か
ら
外
し
、
自
民
党
幹

事
長
代
行
と
し
ま
し
た
。

疑
惑
隠
し
の
動
き
は
内
閣
改
造
前

に
現
れ
て
い
ま
す
。
自
民
党
は
、
南
ス
ー

ダ
ン
国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

部
隊
の
日
報
隠
蔽
問
題
を
巡
り
、
野

党
が
求
め
て
い
る
衆
院
安
全
保
障
委

員
会
の
閉
会
中
審
査
へ
の
稲
田
朋
美

前
防
衛
相
の
参
考
人
招
致
を
「
辞
任

し
た
閣
僚
を
国
会
に
呼
び
出
す
こ
と

は
や
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
拒
否
し
て
い

ま
す
。

今
回
の
内
閣
改
造
は
政
権
浮
揚
や
「森

友
・
加
計
疑
惑
」
隠
し
だ
け
に
と
ど
ま

り
ま
せ
ん
。
安
倍
首
相
は
来
年
の
通

常
国
会
に
改
憲
発
議
を
め
ざ
す
シ
ナ

リ
オ
は
取
り
下
げ
て
い
ま
せ
ん
。
逆
に

安
倍
首
相
は
改
憲
論
議
を
自
民
党
に

委
ね
、
党
内
議
論
の
加
速
を
う
か
が
っ

て
い
ま
す
。
安
倍
総
裁
の
も
と
、
自
民

党
改
憲
推
進
本
部
に
は
５
月
に
二
階

俊
博
幹
事
長
を
含
め
、
首
相
側
近
役

員
を
送
り
込
み
、
改
憲
態
勢
は
す
で

に
固
め
て
い
ま
す
。

そ
の
自
民
党
改
憲
推
進
本
部
で
は
８

月
１
日
に
安
倍
改
憲
案
を
基
と
し
た

原
案
を
８
月
下
旬
に
提
案
の
予
定
と

し
、
９
月
の
臨
時
国
会
に
そ
の
原
案
を

提
出
、
衆
参
両
院
の
憲
法
審
査
会
で

審
議
を
加
速
さ
せ
、
来
年
の
通
常
国

会
で
発
議
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
内
閣
改
造
で
支
持
率

を
回
復
さ
せ
、
あ
わ
よ
く
ば
解
散
総

選
挙
に
持
ち
込
む
可
能
性
も
十
分
あ

り
ま
す
。

安
倍
内
閣
の
「
森
友
・
加
計
疑
惑
」
の

徹
底
究
明
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
と
改

憲
の
道
は
許
せ
ま
せ
ん
。
「共
謀
罪
法
」

廃
止
を
は
じ
め
、
市
民
と
野
党
の
共

同
運
動
を
さ
ら
に
強
め
、
急
な
解
散

総
選
挙
を
闘
え
る
態
勢
づ
く
り
は
急

務
で
す
。
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安
倍
首
相
は
内
閣
改
造
と
自
民
党
役
員
人
事
改
選
を
８
月
３
日
に
行
い

ま
し
た
。
安
倍
首
相
は
今
回
の
内
閣
を
「仕
事
人
内
閣
」と
名
付
け
ま
し
た
。

な
ら
ば
、
「
森
友
・加
計
疑
惑
」
や
防
衛
相
を
巡
る
問
題
を
「
必
殺
」で
解
明

し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
安
倍
改
造
内
閣
は
、
支
持
率
の
回
復
と
安
定

化
、
９
条
改
憲
（３
項
に
自
衛
隊
を
明
記
）の
た
め
の
自
民
党
人
事
を
固
め
、

改
憲
攻
勢
に
出
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

衆
議
院
解
散
・
改
憲
発
議
へ
突
進
か

安倍改造内閣ー疑惑隠して、政権浮揚へ！

見
せ
か
け
の
挙
党
一
致
内
閣

改
憲
を
自
民
党
に
丸
投
げ
？

野
党
と
市
民
の
強
固
な
共
同
を



政
権
与
党
は
安
倍
内
閣
の
支
持
率
の
急
落
、

疑
惑
究
明
の
世
論
に
押
さ
れ
、
よ
う
や
く
衆
参

両
院
の
予
算
委
員
会
の
閉
会
中
審
査
を
開
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
期
待
に
反
し
て
「加
計
疑

惑
」の
究
明
に
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

閉
会
中
審
査
で
は
、
加
計
疑
惑
に
対
す
る
安

倍
首
相
の
答
弁
の
大
き
な
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
の

態
度
を
一
変
し
、
ヤ
ジ
や
挑
発
的
態
度
を
控
え

た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
加
計
学
園
獣
医
学
部
の
新

設
を
知
っ
た
の
は
今
年
１
月
20
日
と
し
、
こ
れ
ま

で
の
答
弁
を
謝
罪
、
訂
正
し
た
こ
と
で
す
。
そ
の

訂
正
と
は
、
安
倍
首
相
は
昨
年
６
月
16
日
の
参

院
予
算
委
員
会
で
加
計
学
園
の
獣
医
学
部
新

設
を
「
構
造
改
革
特
区
で
申
請
さ
れ
た
こ
と
も

知
っ
て
い
た
」
と
す
る
答
弁
で
す
。
安
倍
首
相
は

「急
な
質
問
で
混
同
し
た
」と
し
て
謝
罪
し
、
加
計

学
園
の
獣
医
学
部
新
設
を
知
っ
た
の
は
今
年
１

月
20
日
と
修
正
し
ま
し
た
。

安
倍
首
相
の
答
弁
訂
正
の
狙
い
は
明
ら
か
で
す
。

安
倍
首
相
の
「
気
の
置
け
な
い
友
人
」で
あ
る
加

計
孝
太
郎
理
事
長
と
の
飲
食
が
昨
年
半
年
で
６

回
を
重
ね
、
３
名
の
閣
僚
も
加
計
氏
と
懇
談
し
て

お
り
、
安
倍
首
相
が
知
ら
な
い
は
ず
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
「
官
邸
ト
ッ
プ
の
御
意
向
」

と
す
る
疑
惑
が
濃
厚
と
な
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
関
係
閣
僚
や
官
邸
関
係
者
、
官
僚
の
答

弁
は
「記
憶
に
な
い
」「記
録
は
な
い
」の
連
発
で
す
。
、

国
権
の
最
高
機
関
で
の
答
弁
と
は
信
じ
が
た
い
も

の
で
す
。
一
般
社
会
で
は
全
く
通
用
し
な
い
、
国

会
と
国
民
を
愚
弄
す
る
答
弁
で
す
。

こ
う
し
た
答
弁
が
許
さ
れ
る
の
は
「安
倍
一
強
」

と
な
っ
た
政
権
与
党
の
お
ご
り
か
ら
で
す
。
憲
法

53
条
に
よ
る
臨
時
国
会
の
召
集
と
加
計
学
園
理

事
長
の
加
計
孝
太
郎
氏
の
国
会
喚
問
を
求
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
「森
友
疑
惑
」も
未
解
明
で
す
。
安

倍
昭
恵
氏
の
国
会
喚
問
も
不
可
欠
で
す
。

さ
ら
に
、
情
報
を
得
る
た
め
の
「情
報
公
開
法
」

と
「公
文
書
管
理
法
」の
改
正
も
必
要
で
す
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会
お問い合わせ先

２０１７年８月

安倍首相は「勘違い」―答弁訂正

閣僚、官僚は「記憶にない、記録もない」

臨
時
国
会
開
会
・証
人
喚
問
で
真
相
究
明
を
！

新
社
会
党

原
水
禁
大
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
社
会
党

中
央
執
行
委
員
長

岡
﨑
ひ
ろ
み

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
て
い
た
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
の
制
定
交
渉
会
議
は
最
終
草
案
を
７
月
７
日
、
１
２

２
カ
国
の
賛
成
多
数
に
よ
り
採
択
し
ま
し
た
。
核
兵
器
禁
止
条
約
草
案
の
前
文
は
「
核
兵
器
使
用
の
犠
牲
者

（
ヒ
バ
ク
シ
ャ
）
や
核
実
験
被
害
者
の
受
け
入
れ
難
い
苦
痛
と
、
被
害
に
留
意
す
る
」
と
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
世

界
の
多
く
の
国
々
が
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
悲
劇
を
受
け
止
め
、
熱
核
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
核
兵
器

の
製
造
、
実
験
、
保
有
、
配
備
、
移
転
を
禁
止
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
核
の
威
嚇
に
頼
る
安
全
保
障
政

策
（
核
抑
止
論
）
」を
事
実
上
禁
止
し
ま
し
た
。
こ
の
決
議
は
、
核
兵
器
廃
絶
の
確
か
な
一
歩
で
あ
り
、
原
水
禁

運
動
の
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま
す
。

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
を
経
験
し
た
日
本
は
、
ど
の
国
に
比
し
て
核
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
大
き
な
歴
史
的
役

割
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
は
、
米
国
な
ど
核
保
有
国
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
各
国
と
と
も
に
核
兵
器
禁
止
条
約
交
渉

と
決
議
に
反
対
し
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ク
シ
マ
を
経
験
し
た
日
本
は
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
未
だ
原

発
再
稼
働
、
原
発
輸
出
を
国
策
と
し
て
続
け
る
と
い
う
過
ち
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
核
兵
器
を
担

保
と
し
た
核
抑
止
論
、
原
発
に
よ
る
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
早
急
に
脱
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

被
爆
72
周
年
原
水
禁
世
界
大
会
が
、
様
々
な
課
題
に
対
し
大
き
な
成
果
を
あ
げ
、
核
廃
絶
の
た
た
か
い
が

前
進
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

加計疑惑

■
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
は
今
年
で
被
爆
72
周

年
を
む
か
え
ま
し
た
。
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
が
７
月
29
日
の
福
島
大
会
を
皮
切
り
に
、

広
島
（
８
月
４
日
～
６
日
）
、
長
崎
（
８
月
７
日

～
９
日
）で
開
か
れ
ま
し
た
。

新
社
会
党
は
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
紹
介
し
ま
す
。

安
倍
内
閣
は
８
月
３
日
に
第
三
次
改
造
内
閣

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、
「森
友
・加
計
疑
惑
」は

未
だ
黒
い
霧
の
中
で
す
。

７
月
24
、
25
の
両
日
、
衆
参
両
院
の
予
算
委

員
会
の
閉
会
中
審
査
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
安

倍
首
相
は
逃
げ
の
一
手
で
す
。
政
治
の
私
物
化

の
実
態
究
明
が
さ
ら
に
必
要
で
す
。

つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
で
答
弁
訂
正

国
会
喚
問
で
疑
惑
徹
底
究
明
を
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